
昭和３５年度まで

自治会は、戦後一時期占領軍からのポ

ツダム政令第１５号により解散したが、

昭和２７年には、政令１５号は失効し、

再び自治組織が発足している。

昭和２９年に設立された青梅市自治会

長会において、昭和３４年に「自治会制

度の調査研究」についての検討委員会を

発足し、群馬県渋川市、埼玉県大宮市や

小田原市などを視察し、その結果を翌年

の昭和３５年度定期総会において発表、

現在の青梅市自治会連合会を発足してい

る。（自治会制度の調査研究の内容につい

ては、別記掲載）

昭和３５年度から昭和５９年度まで

この期間については、昭和５９年度において

発刊された「青梅の自治会」青梅市自治会連合

会２５周年記念誌より抜粋した。

昭和３５年度

青梅市自治会連合会は、昭和３５年

５月に岩浪 清初代連合会長（第２支会

長）の下、７地区の支会、１４１の自治

会、１０,９９０世帯により発足した。

昭和３６年度

１０月に昭和天皇・皇后両陛下が玉堂

美術館に行幸啓され、連合会長、役員等

が御嶽駅前で送迎した。

１１月に青梅市社会福祉協議会発足、青

梅市役所新庁舎が完成した。

昭和３７年度

市制施行以来１０年を経過するも、依

然として従来の表札を掲げている世帯も

多いため、連合会で表札を配布。

昭和３８年度

永山公園で美化推進市民大会が開催さ

れ、後に自治会の美化運動に結びついて

行く。また、個別に国旗を揚げる運動を

進めるため、国旗を斡旋した。

昭和３９年度

青梅市が交通安全都市宣言し、自治会

においても交通安全対策が強化された。

昭和４０年度

青梅市火葬場が完成し、翌年度より全

市火葬制となり、昔からの生活習慣に大

きな変化をもたらすものとなった。

青梅市自治会連合会の沿革

沿革をまとめるにあたり、資料の収集が出来なかった年度もあったが、
歴代連合会長の座談会、その他により概略を掲載することとした。

青梅市役所 当時の新庁舎

青梅駅前



青梅市とドイツのボッパルト市とで姉妹

都市提携を結ぶ。

昭和４１年度

第３支会に属していた、東青梅、根ヶ

布、師岡地区が第８支会として発足した。

（１０自治会、１,８７３世帯）。また、

台風２６号により大きな被害を受け災害

救助法が適用され、自治会などが、被災

者の把握、救助に活動した。なお、防犯

灯を市において維持管理することとなっ

た。青梅市民会館完成。市制施行１５周

年

昭和４２年度

友田地区に刑務所設置問題がおこり連

合会としてこの問題をとりあげた。

昭和４３年度

ダストボックスによるゴミ収集が開始

され、自治会もその設置に積極的に協力

した。また、交通共済制度が発足し、加

入促進、取りまとめに自治会が協力する。

昭和４４年度

青梅市自治会振興交付金、集会施設設

置費補助金制度が制度化され、自治会の

運営面の助成と活動となる拠点の整備が

始まった。

昭和４５年度

各自治会で毎月美化デーを設け、「住み

良い環境づくり」に積極的な活動を実施

した。１月、役員において市長、議長を

囲む新春座談会を開催し、意見交換を行

った。

昭和４６年度

東京都下市町村の申し合わせによる

ノーカー運動の推進について、街頭にお

いて市民へ自発的協力を呼びかけるとと

もに周知徹底について協力した。

河辺小学校開校。市制２０周年事業市民

運動会へ参加協力した。

昭和４１年頃の市役所周辺

市制 15周年落成式典（市民会館）

永山運動会



昭和４７年度

大門市民館・体育館・図書館が完成し、

大門地域における自治会等の活動拠点と

なる。また、今まで青梅市において開催

されていた市民運動会が、市の助成金を

もとに各支会が主催する地区市民運動会

として、自治会長、体育指導委員および

体育指導協力者等の協力により開催され

た。

昭和４８年度

第３支会に所属していた新町・末広地

区が第９支会として発足した。

青梅市立第四中学校と第五中学校が統

合し市立西中学校が誕生した。新町小学

校開校。

昭和４９年度

青梅市広報を自治会で配布することと

なり、積極的に行政へ協力した。

霞台中学校開校。

昭和５０年度

生活改善簡素化少委員会を発足し、冠

婚葬祭などの簡素化を検討した。

霞台小学校開校。

昭和５１年度

生活簡素化少委員会において、市内、

近隣市の葬儀、香典等の実態を調査した。

青梅市市民憲章、市の花（うめ）、市の

木（すぎ）が制定された。青梅市制２５

周年

昭和５２年度

生活簡素化委員会において、各地区婦

人会長に呼びかけ「生活簡素化推進協議

会」を設置した、具体的な方針として香

典２千円、お返し無し、花輪を廃止し献

花料とし、翌年度より実施とした。

青梅市市民センター条例制定。長渕市

民センター開設、友田小学校開校。

昭和５３年度

生活簡素化の問題は、各地域に残る風

習や格式等があり同一歩調で規制するこ

とは困難なところもあり長期にわたる啓

発に留めることとし市の広報に掲載し周

知した。

若草、今井小学校開校。

昭和５４年度

青梅市でゴミ減量対策として「資源再

利用実施団体奨励報償金」制度が制定さ

れ、各自治会において「資源回収」を実

施し行政に協力した。

また、生活簡素化の一環として正月の門

松ステッカーを作成し全世帯に配付した。

小曾木市民センター完成。

昭和５５年度

本年度も門松カードを作成し全世帯で

活用され、簡素化の啓蒙普及に成果を収

めた。

第５回産業観光まつり



成木市民センター開設、吹上中学校開

校。

昭和５６年度

第２支会の区域であった河辺地区が、

多摩川で分断されているなどの地理的条

件や人口増加にともない、第１０支会と

して発足した。また、各支会で自主防災

組織が設立され始めた。

東青梅市民センター開設。青梅市制

３０周年

昭和５７年度

生活簡素化問題については、門松ステ

ッカーは、連合会でするが、他の課題つ

いては、各支会で対応することとなった。

また、自主防災組織の円滑な運営に資す

るため静岡県裾野市を視察した。

昭和５８年度

地域の方々の除雪のお陰で青梅マラソ

ン大会無事開催できたとことに対して主

催者から感謝状が贈られた。また、みど

りの羽募金運動等により、首都緑化推進

委員会から感謝状が贈られた。

藤橋小学校、泉中学校開校。

昭和５９年度

多摩川冷水改善に関する署名運動を実

施した。また、青梅市自治会連合会２５

周年記念事業の準備を進めた。

吹上小学校開校。

昭和６０年度

多摩川冷水改善について関係機関の改

善方を要請した。なお、近隣流域市町の

自治会連合会および西多摩地域広域行政

圏協議会における市町でも要望書を提出

した。青梅市自治会連合会２５周年記念

式典を執行、記念誌を発刊した。

河辺、新町両市民センター開設。

昭和６１年度

多摩川冷水問題は、最終的に平成元年

に東京都から改善の申入れがあり一応の

決着をみた。

青梅市制３５周年

昭和６２年度

青梅市より広報配布を新聞折込にした

いとの依頼があったが継続審議とした。

都立青梅図書館が青梅市図書館として開

設された。

昭和６３年度

成木川において「ホタルを見る夕べ」

が開催され、連合会、第７支会が協力し

開催された。以後青梅市の夏の風物詩に

定着した。

平成元年（昭和６４年度）

青梅市広報を新聞折込みにしたいと青

梅市より話があり、検討委員会を設置し

た。また生活簡素化における門松シール

市制 30周年シンボル



を廃止した年でもある。

平成２年度

自治会加入促進対策として、青梅市よ

り加入促進パンフレット２万部作成分の

交付金があり加入促進に努めた。

平成３年度

軍畑大橋が完成し、警視庁の音楽隊の

参加により開通式が行われた。

青梅市制４０周年

平成４年度

第３支会の地域にあった藤橋、今井地

区が第１１支会として分離、発足し、現

在の１１の支会が形成された。西多摩地

区自治会・町内会連合会長会が発足し参

加協力した。

青梅市役所、小中学校が週５日制とな

った。

平成５年度

青梅市広報の新聞折込みについては、

平成元年から続いている検討委員会にお

いて、他の配布物は自治会で行うとの条

件により実施された。また、多摩地区が

都に移管されて１００年を迎えた。

平成６年度

多摩川清掃大会の名称を多摩川 1 万人

美化活動と改め第 1 回がスタートした。

地域高齢者の利便を図るため沢井保健福

祉センターがオープンした。新満地トン

ネル開通。皇太子様ご夫妻が、高水三山

登山される。

平成７年度

地区防災訓練については、阪神淡路大

震災の経験を踏まえ実施した。また、青

梅マラソンが第３０回の記念大会に当り、

市民マラソンの発展に寄与した理由によ

り主催者より感謝状を拝受したが、大会

は降雪のため史上初の中止となった。

小曾木保健福祉センターが開設された。

圏央道青梅～鶴ヶ島間が開通。

平成８年度

第八、第九、第十小学校が統合され成

木小学校が新たに開校された。

平成９年度

新町地区区画整理事業完成により青梅

市において新町地区の町名地番変更を実

施した。市制施行４５周年

平成１０年度

青梅市のゴミの収集方法がダストボッ

クス方式から個別収集の有料化となるに

あたり、その説明会に関して、各地区で

啓発に協力した。また、本年度、翌１１

年度において環境美化委員連合会と「今

後の美化運動における自治会と環境美化

指導員等のかかわりと役割について」を

テーマに意見交換を実施した。

平成１１年度

西東京バスの路線減便、廃止にともな

い、関係支会を中心に交通機関の確保に

つき、西東京バス株式会社、青梅市、青

梅市議会へ要望書を提出した。

平成１２年度

第１１支会の事務局となる今井市民セ

ンターが開設された。これにより１１の



支会すべての事務局がそれぞれの市民セ

ンターで行われる事となった。

平成１３年度

本年度より「市民と市長の懇談会」が、

各地域で開催され、支会がそれぞれ協力

した。

市制施行５０周年

平成１４年度

圏央道の青梅～日の出間が開通した。

また以前より参画していた西多摩地区自

治会・町内会連合会長会において、近隣

市町村の自治会連合組織と連携を深めた。

東小、東中学校開校

平成１５年度

永山公園での産業観光まつりにおいて、

自治会のＰＲコーナーを設けて、加入促

進活動等を実施した。

平成１６年度

自治会に対する市民の認知度の向上、

事業のＰＲを期して、全自治会長に帽子

を配付した。

平成１７年度

青梅市自治会連合会正副会長の選出は

支会長からとしていたが、各支会、自治

会活動多忙のなか、連合会長職等に専任

出来るよう選出方法について検討した。

平成１８年度

定期総会において、正副会長について

は支会長または支会長経験者からとする

規約改正を行った。

平成１８年度定期総会（竹内市長挨拶）

平成１９年度

市民の利便性を考慮し試行的に今井市

民センターで住民票等の交付を開始した。

自治会連合会加入勧誘活動（永山公園）



平成１９年度連合会役員会研修視察風景（ひたち
なか市）

平成２０年度

各支会の事務局を担当している市民セ

ンターが青梅市の組織改正で、教育委員

会部局から市長部局に移管となり、また、

市民センター所長が再任用職員になる等

市民センター改革が実施された。また、

住民票等の交付を全市民センターで実施

した。

連合会も後援する第１回青梅ふれあい

まつりが開催された。青梅市災害補償制

度が開始され、各自治会での保険加入負

担分が削減された。

自治会掲示板の補修等を青梅市の予算

により実施した。

平成２１年度

加入促進事業として、青梅市自治会連

合会のホームページを東京都の地域支援

制度「地域の底力」の補助金を利用して

開設し（http://www.ome-rengou.jp/）支

会や自治会の活動を広く周知した。また

不動産協会西多摩支部および東京都宅地

建物取引業協会多摩支部と加入促進の協

定を結び店舗などで加入の勧めやチラシ

の配付をお願いした。

平成２２年度に青梅市が実施予定の災

害時要援護者支援制度の説明会について

各支会で協力した。

平成２１年度連合会役員研修視察風景（茂原市）

第１回青梅ふれあいまつり

http://www.ome-rengou.jp/

